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セロリ 

中村学園大学・中村学園大学短期大学部　広報誌 

【今月の表紙】　第1学生ホール南側のオーニングとデッキ 

リレーエッセイ 第12回 

接続教育としての教養教育 

学内施設設備の改修工事 

平成16年度入学試験のお知らせ 

アジア栄養科学ワークショップ・国民文化祭 

研究内容紹介「地球環境時代にける環境会計の発展」 

図書館だより 

イベント＆ニュース 
オープンキャンパス/指導主任研修会 
教育ワークショップ/公開講座 
研究助成・受託研究等採択状況/教職員の出版物 
表彰のお知らせ/教職員の動き 
中村学園大学付属おひさま保育園開設 

研究トピックス 『保育士の国家資格化をめぐって』 

中村学園大学は2003（平成15）
年4月1日付で、財団法人大
学基準協会より大学基準に
適合しているものと認められ、
正会員として認定されました。 

「栄養科学研究科博士後期課程」と 
「流通科学研究科（修士課程）」の開設予定について 



※設置認可申請中 

栄養科学研究科博士後期課程 

　本学では、平成16年4月から、現在の大学院栄養科学研究科（修士課程）に 

「博士後期課程」を増設し、さらに流通科学部を基礎とする 
「大学院流通科学研究科（修士課程）」を開設する予定です。（設置認可申請中） 

そこで本号ではそれぞれの研究科の教育課程や教育方法の特色、 

また募集要項などについてお知らせいたします。 

栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
 

1
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
特
色
 

（
1
）機
能
栄
養
科
学
系
 

（
２
）健
康
・
病
態
栄
養
科
学
系
 

 
 
 

 
 

           　
栄
養
科
学
研
究
科
の
博
士
後
期
課
程
は
、
本
学
の
建
学
の

精
神
に
則
り
、
栄
養
科
学
の
実
践
を
重
ん
じ
、
修
士
課
程
等

で
習
得
し
た
栄
養
科
学
の
知
識
と
技
術
に
立
脚
し
た
、
先
端

的
か
つ
国
際
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
を
施
行
し
、
栄
養
科
学
に

お
け
る
高
度
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
備
え
た
栄
養
科
学
領

域
の
研
究
者
、
な
ら
び
に
管
理
栄
養
士
等
の
指
導
者
の
養
成

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

　
博
士
後
期
課
程
は
、
栄
養
科
学
領
域
の
研
究
者
な
ら
び
に

栄
養
科
学
実
践
者
の
養
成
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
要
望
を
満

た
す
た
め
、
専
門
領
域
の
高
度
の
知
識
と
技
術
を
修
得
さ
せ

る
た
め
、
以
下
の
３
系
の
専
門
体
系
に
分
け
て
、
学
生
に
対

し
て
、
各
系
特
有
の
講
義
と
特
別
研
究
を
課
す
と
と
も
に
、

栄
養
科
学
全
般
に
亘
る
専
門
知
識
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
３

系
共
通
の
講
義
を
課
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 　
人
間
は
、
栄
養
を
摂
取
し
、
人
体
の
最
小
基
本
単
位
で

あ
る
細
胞
に
お
い
て
、
化
学
反
応
、
す
な
わ
ち
、
代
謝
を

行
い
、
諸
々
の
生
命
現
象
を
営
み
ま
す
。
本
系
は
、
修
士

課
程
に
お
い
て
、
栄
養
と
人
体
の
係
わ
り
を
細
胞
・
組
織
・

器
官
レ
ベ
ル
で
解
析
す
る
栄
養
生
理
・
形
態
学
部
門
と
細

胞
・
遺
伝
子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
解
析
す
る
栄
養
生
化
学
部

門
に
連
動
し
、
栄
養
と
生
命
現
象
の
係
わ
り
、
と
く
に
、

栄
養
摂
取
の
条
件
等
に
よ
る
細
胞
の
機
能
的
変
化
等
に
つ

い
て
、
形
態
学
、
細
胞
生
物
学
、
生
理
学
、
生
化
学
、
お

よ
び
分
子
生
物
学
等
の
指
標
を
駆
使
し
た
栄
養
に
関
す
る

生
命
科
学
を
展
開
し
ま
す
。
本
系
に
お
い
て
も
、
既
設
修

士
課
程
に
連
動
す
る
栄
養
生
理
・
形
態
学
分
野
と
栄
養
生

化
学
分
野
に
分
け
て
は
い
ま
す
が
、
３
系
共
通
の
「
栄
養

科
学
概
論
」
と
各
系
特
有
の
「
機
能
栄
養
科
学
概
論
」
の

講
義
の
履
修
を
必
修
と
す
る
と
と
も
に
、
機
能
栄
養
科
学

系
特
有
の
特
別
研
究
を
課
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

  　
本
系
は
、
既
設
修
士
課
程
の
健
康
増
進
科
学
部
門
と
臨
床

栄
養
学
部
門
に
連
動
し
た
も
の
で
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

国
民
健
康
水
準
の
維
持
・
増
進
や
生
活
習
慣
病
を
初
め
と
す

る
種
々
の
疾
病
の
治
療
・
予
防
等
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士

が
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
傷
病
者
の
栄
養
管
理
・
指
導

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
、
本
系
の
栄
養
学
と
保
健

医
学
・
臨
床
医
学
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
の
教
育
研
究
は
益
々

そ
の
重
要
性
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
本
系
に
お
い
て
も
、
既

設
修
士
課
程
に
連
動
す
る
健
康
増
進
科
学
分
野
と
臨
床
栄
養

学
分
野
に
分
け
て
は
い
ま
す
が
、
３
系
共
通
の
「
栄
養
科
学

 
入
学
定
員
 

3
名
　
収
容
定
員
…
…
9
名
 

 

学
位
の
種
類
 
博
士（
栄
養
科
学
） 

修
業
年
限
 
3
年
、た
だ
し
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、本
学
大
学
院
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経

て
、3
年
を
超
え
る
修
業
年
限
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。 

課
程
修
了
要
件
 
博
士
後
期
課
程
に
3
年
以
上
在
学
し
、履
修
授
業

科
目
に
つ
い
て
18
単
位
以
上
を
取
得
し
、か
つ
必
要

な
研
究
指
導
を
受
け
た
後
、博
士
論
文
の
審
査
及
び

最
終
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
、学
位
を
授
与
す
る
。

た
だ
し
、在
学
期
間
に
関
し
て
は
、特
に
優
れ
た
業

績
を
上
げ
た
者
に
つ
い
て
は
、2
年
以
上
在
学
す
れ

ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
 



2
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
教
育
課
程
 

3
栄
養
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
募
集
要
項（
予
定
） 

4
奨
学
金
制
度
 

（
１
）入
学
定
員
及
び
収
容
定
員
 

（
３
）入
試
日
程
等
 

（
４
）選
考
方
法
 

（
２
）入
学
資
格
 

（
３
）食
品
科
学
系
 

概
論
」
と
系
特
有
の
「
病
態
栄
養
科
学
概
論
」
の
講
義
の
履

修
を
必
修
と
す
る
と
と
も
に
、
病
態
栄
養
科
学
系
特
有
の
特

別
研
究
を
課
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

  　
本
系
は
、
既
設
修
士
課
程
の
食
品
学
部
門
と
環
境
栄
養
学

部
門
に
連
動
し
た
も
の
で
す
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の

先
端
技
術
の
急
速
な
進
展
は
、
食
品
開
発
の
分
野
に
も
波
及

し
、
そ
れ
に
伴
い
、
食
品
が
人
体
の
生
理
調
節
機
能
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
の
解
析
は
、
益
々
そ
の
重
要
性
を
帯
び
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
を
迎
え
、
地
域
に

よ
る
食
生
活
の
多
様
化
や
栄
養
摂
取
の
偏
り
に
つ
い
て
の
社

会
科
学
的
解
析
並
び
に
経
口
性
の
環
境
汚
染
物
質
や
病
原
性

微
生
物
に
因
る
諸
疾
病
に
つ
い
て
の
臨
床
疫
学
・
環
境
疫
学

的
解
析
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
系
に
お
い
て
も
、

既
設
修
士
課
程

に
連
動
す
る
食

品
学
分
野
と
環

境
栄
養
学
分
野

に
分
け
て
は
い

ま
す
が
、
３
系

共
通
の
「
栄
養

科
学
概
論
」
と

系
特
有
の
「
食

品
科
学
概
論
」

の
講
義
の
履
修

を
必
修
と
す
る

と
と
も
に
、
食

品
科
学
系
特
有

の
特
別
研
究
を

課
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

 

                      　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
所
定
の
検

査
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
入
学
を
許
可
す
る
。 

　
　
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
入
学
年
の
３
月

ま
で
に
学
位
取
得
見
込
み
の
者
 

　
　
外
国
の
大
学
に
お
い
て
修
士
に
相
当
す
る
学
位
を
得
た
者
、

ま
た
は
入
学
年
の
３
月
ま
で
に
学
位
取
得
見
込
み
の
者
 

　
　
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
 

　
　
本
学
大
学
院
に
お
い
て
、
個
別
の
入
学
資
格
審
査
を
行

い
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
た
者
で
、
入
学
時
に
24
歳
に
達
し
た
者
 

　
　
そ
の
他
大
学
院
に
お
い
て
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る

者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
。 

　
　
※
社
会
人
及
び
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、「
研
究
科
委

員
会
申
し
合
わ
せ
」
に
基
づ
き
対
応
す
る
も
の
と
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
入
試
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

           　
左
記
の
筆
記
試
験
、
面
接
試
験
及
び
成
績
証
明
書
等
提

出
書
類
を
総
合
し
て
決
定
す
る
。 

        以
上
の
総
合
評
価
に
よ
っ
て
、
合
格
者
を
決
定
す
る
。 

  　
大
学
院
生
の
研
究
を
奨
励
し
大
学
院
教
育
の
振
興
に
資

す
る
た
め
、
本
学
独
自
の
「
中
村
学
園
大
学
大
学
院
奨
学

金
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
考
の
う
え
奨
学
生
と
し

て
決
定
し
た
大
学
院
生
に
は
、
入
学
金
の
2
分
の
1
の

額
（
本
学
卒
業
生
は
全
額
）、
授
業
料
及
び
維
持
・
充
実
費

の
3
分
の
1
の
額
が
給
付
さ
れ
ま
す
。 

授　業　科　目 
単位数 

必修 選択 

開講単位数　計 

機能栄養科学特別研究 

機能栄養科学概論  

病態栄養科学特別研究 

病態栄養科学概論  

食品科学特別研究  

食 品 科 学 概 論  

栄 養 科 学 概 論  

科

学

系

 

機
能
栄
養
 

科

学

系

 

食

品

 

共

通

 

科

学

系

 

健
康
・
病
態
栄
養
 

12

12

12

42

46

2

4

4

2

2

課　　　程 

博 士 後 期 課 程  

研 究 科  

栄養科学研究科  

専　　　攻 

栄 養 科 学 専 攻  

入 学 定 員  

3　　名 

収 容 定 員  

9　　名 

12345

出 願 期 間  

前期試験入学選考 

試 験 日  

合 格 発 表 日  

入 学 金 納 入 期 限  

授業料等納入期限 

平成15年12月  1日（月） 

平成15年12月16日（火） 

平成15年12月22日（月） 

平成16年  1 月16日（金） 

平成16年  3月24日（水） 

～12月10日（水） 

出 願 期 間  

後期試験入学選考 

試 験 日  

合 格 発 表 日  

入 学 金 納 入 期 限  

授業料等納入期限 

平成16年  2月  6日（金） 

平成16年  2月23日（月） 

平成16年  3月  1日（月） 

平成16年  3月24日（水） 
（入学金・授業料等一括納入） 

～  2月16日（月） 

 

試験科目  

試 験 科 目  

試 験 時 間  

1.外国語（英語） 

10：00～11：00
（60分） 

11：30～ 
（1人当り20分程度） 

【辞書持込み可】 

2.面接 

受験者の希望する系についての 
専門知識に関する口頭試問を 

含むこともある。 

試験時間  

★
入
試
日
程
、
選
考
方
法
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
 

　
す
の
で
、
設
置
認
可
後
に
配
布
す
る
募
集
要
項
に
て
必
 

　
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

栄養科学研究科博士後期課程 

栄養生理・形態学部門 

栄 養 生 化 学 部 門  

健康増進科学部門 

臨 床 栄 養 学 部 門  

食 品 学 部 門  

環 境 栄 養 学 部 門  

機 能 栄 養 科 学 系  
栄養生理・形態学分野 

栄 養 生 化 学 分 野  

健 康 増 進 科 学 分 野  

臨 床 栄 養 学 分 野  

食 品 学 分 野  

環 境 栄 養 学 分 野  

健康・病態栄養科学系 

食 品 科 学 系  

【参考】既設修士課程と博士後期課程の関連図 

栄養科学研究科 
栄養科学専攻 修士課程 

栄養科学研究科 
栄養科学専攻 博士後期課程 



流通科学研究科（修士課程） 

流
通
科
学
研
究
科（
修
士
課
程
） 

1
流
通
科
学
研
究
科
の
特
色
 

（
１
）流
通
科
学
・
情
報
系
 

（
２
）流
通
経
営
系
 

                  　
流
通
科
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
は
、
研
究
指
導
を
中
心

と
し
な
が
ら
も
、
大
学
院
修
士
課
程
に
対
す
る
社
会
的
要
請

な
ら
び
に
専
門
家
育
成
に
対
す
る
流
通
分
野
の
産
業
界
か
ら

の
要
望
に
応
え
て
、
次
代
を
担
う
流
通
科
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

教
育
課
程
は
、
基
礎
と
な
る
学
部
で
あ
る
本
学
「
流
通
科
学

部
」
の
教
育
研
究
分
野
と
連
動
さ
せ
、
研
究
指
導
と
流
通
専

門
職
を
教
育
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
編
成
し
て
い
ま

す
。
”流
通
科
学
研
究
“
は
従
来
の
商
学
な
い
し
経
営
学
的
な

教
育
・
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、”流

通
“を
フ
ィ
ー
ル
ド
の
原
点
か
ら
観
察
し
分
析
し
問
題
解
決

す
る
こ
と
を
志
向
し
て
、
実
践
科
学
、
実
証
科
学
的
、
計
画

科
学
的
、
そ
し
て
政
策
科
学
的
側
面
を
持
つ
教
育
を
そ
の
基

本
課
程
と
し
て
い
ま
す
。 

　
本
研
究
科
で
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
人
大
学
院
生
の
入
学
を

念
頭
に
お
い
て
、
夜
間
・
週
末
の
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
実
務
経
験
を
持
つ
学
生
に
き
わ
め
て
効
果
的
な
「
ケ
ー

ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
方
式
に
よ
る
授
業
を
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
、

国
際
経
営
、
経
営
戦
略
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
人
的
資
源
管

理
な
ど
の
科
目
で
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。 

　
経
営
領
域
を
幅
広
く
理
解
し
な
が
ら
流
通
科
学
を
よ
り
高

度
に
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

専
門
体
系
を
以
下
の
よ
う
に
２
つ
の
系
統
に
分
け
て
履
修
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

  　
流
通
科
学
・
情
報
系
は
、
流
通
経
営
を
計
量
的
・
情
報
的

ア
プ
ロ
ー
チ
で
教
育
・
研
究
す
る
分
野
の
系
統
で
す
。
流
通

産
業
の
経
営
な
い
し
流
通
業
務
を
革
新
す
る
理
論
や
手
法
の

体
系
的
科
目
群
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
流
通
産
業
の
構
造
解

析
と
流
通
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
・
情
報
化
の
理
論
と
技
法
や

S
C
M
（
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど

の
流
通
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
技
法
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
流
通

を
革
新
で
き
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
教
育
し
ま
す
。
”モ

ノ
“と
”情
報
“の
管
理
に
重
点
を
置
い
た
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。 

  　
流
通
経
営
系
は
、
流
通
の
多
角
化
、
統
合
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
あ
る
い
は
国
際
化
に
対
応
し
て
戦
略
的
流
通
経

営
と
高
度
専
門
的
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
教
育
・
研
究
す

る
分
野
の
系
統
で
す
。
流
通
を
単
な
る
経
営
基
幹
業
務
の

一
つ
と
言
う
視
点
で
は
な
く
、
経
営
の
重
要
な
戦
略
部
門

と
し
て
位
置
付
け
て
経
営
戦
略
の
理
論
と
実
践
方
法
の
教
 

育
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
流
通
経
営
を
創
業
す
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
経
営
の
方
法
も
教
育
し
ま
す
。
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
中
で
”ヒ
ト
“と
”カ
ネ
“に
重
点
を
お
い
て
人
的
資
源
管
理

と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
教
育
し
ま
す
。
流
通
を
取
り
巻
く
国
内
・
国

外
の
経
営
環
境
は
激
し
く
変
化
し
て
い
る
状
況
を
見
据
え

て
、
創
業
や
会
社
経
営
の
枠
組
み
作
り
と
そ
の
運
用
の
側

面
か
ら
の
経
営
教
育
に
も
重
点
を
置
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

流
通
の
国
際
化
へ
の
対
処
と
し
て
国
際
流
通
の
教
育
に
重

点
を
置
き
、
と
り
わ
け
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
流
通

革
新
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
ア

ジ
ア
の
経
済
と
流
通
に
つ
い
て
教
育
し
ま
す
。 

入
学
定
員
 

10
名
　
収
容
定
員
…
…
20
名
 

学
位
の
種
類
 
修
士（
流
通
科
学
） 

修
業
年
限
 

2
年
、た
だ
し
教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、本
学
大
学
院
研
究
科
委
員
会
の
議
を
経

て
2
年
を
超
え
る
修
業
年
限
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。 

※
昼
夜
開
講
制
 

課
程
修
了
要
件
 
　
修
士
課
程
に
2
年
以
上
在
学
し
、履
修
授
業
科

目
に
つ
い
て
30
単
位
以
上
を
取
得
し
、か
つ
必
要
な

研
究
指
導
を
受
け
た
後
、修
士
論
文
の
審
査
及
び

最
終
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
、学
位
を
授
与
す
る
。

た
だ
し
、在
学
期
間
に
関
し
て
は
、特
に
優
れ
た
業

績
を
上
げ
た
者
に
つ
い
て
は
、1
年
以
上
在
学
す
れ

ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。
 

 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、当
該
修
士
課
程
の

目
的
に
応
じ
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、特
定

の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
の
審
査
を
も
っ
て

修
士
論
文
の
審
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

情 報 部 門  

マーケティング部門 

ロジスティクス部門 

経 営 部 門  

組 織 部 門  

計 数 分 析 部 門  

流 通 科 学 ・ 情 報 系  

流 通 経 営 系  

【参考】流通科学部と流通科学研究科の関連図 

流通科学部 
流通科学科 

流通科学研究科 
流通科学専攻 修士課程 

12



2
流
通
科
学
研
究
科
の
教
育
課
程
 

3
流
通
科
学
研
究
科（
修
士
課
程
）の
募
集
要
項（
予
定
） 

〔
試
験
入
学
選
考
〕 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、か
つ
、所
定
の
検

査
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
入
学
を
許
可
す
る
。 

学
校
教
育
法
第
52
条
に
定
め
る
大
学
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
平
成
16
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
 

学
校
教
育
法
第
68
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、大

学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
者
ま
た
は
平
成
16
年
3
月
ま
で
に
授
与
見
込
み
の
者
 

外
国
に
お
い
て
、学
校
教
育
に
お
け
る
16
年
の
課
程
を
修
了

し
た
者
ま
た
は
平
成
16
年
3
月
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
者
 

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者（
昭
和
28
年
２
月
７

日
文
部
省
告
示
第
５
号
） 
 

大
学
に
３
年
以
上
在
学
し
、本
大
学
院
研
究
科
が
指

定
す
る
所
定
の
科
目
及
び
そ
の
単
位
を
優
れ
た
成
績

を
も
っ
て
修
得
し
た
も
の
と
認
め
た
者
 

22
才
に
達
し
た
者
ま
た
は
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で

に
22
才
に
達
す
る
者
で
、本
大
学
院
研
究
科
の
出
願

資
格
審
査
に
よ
り
、大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
 

〔
推
薦
入
学
選
考
〕 

　
学
校
教
育
法
第
52
条
に
定
め
る
大
学
を
平
成
16
年
3
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
対
象
と
す
る
。 

※
社
会
人
特
別
選
考
及
び
外
国
人
留
学
生
特
別
選
考
に
つ

　
い
て
は
、出
願
資
格
・
手
続
等
の
方
法
が
違
う
の
で
あ
ら

　
か
じ
め
入
試
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

           

  〔
推
薦
入
学
選
考
〕 

　
左
記
の
面
接
試
験
及
び
推
薦
書
等
提
出
書
類
を
総
合
し

て
決
定
す
る
。 

      〔
試
験
入
学
選
考
〕 

　
左
記
の
筆
記
試
験
、面
接
試
験
及
び
成
績
証
明
書
等
提
出

書
類
を
総
合
し
て
決
定
す
る
。 

       ※
専
門
科
目
…
左
記
よ
り
１
科
目
選
択
 

　
●
経
営
学
　
●
会
計
学
　
●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
 

　
●
経
営
情
報
論
 
●
流
通
産
業
論
 

   　
大
学
院
生
の
研
究
を
奨
励
し
大
学
院
教
育
の
振
興
に
資

す
る
た
め
、
本
学
独
自
の
「
中
村
学
園
大
学
大
学
院
奨
学

金
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
考
の
う
え
奨
学
生
と
し

て
決
定
し
た
大
学
院
生
に
は
、
入
学
金
の
2
分
の
1
の

額
（
本
学
卒
業
生
は
全
額
）、
授
業
料
及
び
維
持
・
充
実

費
の
3
分
の
1
の
額
が
給
付
さ
れ
ま
す
。 

 

経 営 情 報 シ ス テ ム 特 論  

e コ マ ー ス 特 論  

流 通 シ ス テ ム 特 論  

ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 特 論  

物 流 シ ス テ ム 論 特 論  

流 通 情 報 特 論  

マ ー ケ テ ィ ン グ 特 論  

流通科学・情報特別実習 

流通科学・情報特別演習 

人 的 資 源 管 理 特 論  

国 際 経 営 特 論  

経 営 戦 略 特 論  

投 資 決 定 特 論  

会 社 税 法 特 論 I  

会 社 税 法 特 論 　  

企 業 法 特 論  

経 営 情 報 特 論  

金 融 論 特 論  

監 査 特 論  

ア ジ ア 経 済 特 論  

流 通 産 業 特 論  

ベ ン チ ャ ー 経 営 特 論  

経 営 財 務 特 論  

国 際 流 通 特 論  

流 通 経 営 特 別 実 習  

流 通 経 営 特 別 演 習  

マーケティング･マネジメント特論 

組 織 行 動 特 論  

情 報 技 術 特 論  

会 計 情 報 特 論  

国際コミュニケーション特論 

流 通 科 学 特 論  

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

2 

14

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

 

58

流
通
科
学
・
情
報
系
 

流
通
経
営
系
 

各
系
共
通
 

授業科目 

開 講 単 位 数　　計 

単位数 

必修 選択 

72

II

（
１
）入
学
定
員
及
び
収
容
定
員
 

（
３
）入
試
日
程
等
 

（
４
）選
考
方
法
 

（
２
）入
学
資
格
 

課　　　程 

修 士 課 程  

研 究 科  

流通科学研究科  

専　　　攻 

流 通 科 学 専 攻  

入学 定 員  

10　名 

収容 定 員  

20　名 

出 願 期 間  

推 薦 入 学 選 考  

試 験 日  

合 格 発 表 日  

入学金納入期限  

授業料等納入期限 

平成15年12月  1日（月） 

平成15年12月16日（火） 

平成15年12月22日（月） 

平成16年  1 月16日（金） 

平成16年  3月24日（水） 

～12月10日（水） 

出 願 期 間  

試 験 入 学 選 考  

試 験 日  

合 格 発 表 日  

入学金納入期限  

授業料等納入期限 

平成16年  2月  6日（金） 

平成16年  2月24日（火） 

平成16年  3月  1日（月） 

平成16年  3月24日（水） 
（入学金・授業料等一括納入） 

～  2月16日（月） 

試 験 科 目  

試 験 科 目  

試 験 時 間  

10：00～11：00
（60分） 

11：30～ 

試 験 時 間  

1.小論文 

2.面接 

1

6

234

4
奨
学
金
制
度
 

★
入
試
日
程
、
選
考
方
法
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
 

　
す
の
で
、
設
置
認
可
後
に
配
布
す
る
募
集
要
項
に
て
必
 

　
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

5

流通科学研究科（修士課程） 

試験科目  

試 験 時 間  

10：00～11：00（60分）  

1.英語 

試 験 科 目  

試 験 時 間  

11：30～12：30（60分） 

2.※専門科目 

試 験 科 目  

試 験 時 間  

13：30～ 

3.面接 

【辞書持込み可】 



栄養教育実習室（東1号館2階） 
 

第１給食経営管理実習室（東1号館1階） 
 

4304Ｒ情報処理室（西４号館３階） 

本館１階～４階東側女子トイレ改修 

第１学生ホール南側オーニングとデッキ（東1号館1階南） 

学内施設設備の改修工事について 
管財課  
 

1

3

4

5

2

学校施設設備の改修工事 

　
今
年
度
、年
次
計
画
及
び
栄
養
士
法
の
改
正
、

大
学
院
の
設
置
等
に
よ
り
学
内
施
設
の
改
修
を

行
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、春
休
み
に
、栄
養
士
法
の
改
正
に
よ
り

新
た
に
必
要
と
な
っ
た
栄
養
教
育
実
習
室
を
東

1
号
館
２
階
に
設
置
し
ま
し
た
。（
写
真
①
）ま
た
、

平
成
16
年
度
に
予
定
し
て
い
る
大
学
院
栄
養
科

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
設
置
に
伴
い
研
究

室
が
不
足
し
た
た
め
、東
3
号
館
2
階
の
実
習
室

を
改
造
し
家
政
経
済
科
の
研
究
室
と
い
た
し
ま

し
た
。東
1
号
館
の
3 
0 
4
教
室
・
4 
0 
4
教
室

は
空
調
設
備
が
老
朽
化
し
、故
障
が
ち
だ
っ
た
た

め
取
替
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
こ
れ
ま
で
冷
房

専
用
で
あ
っ
た
も
の
を
冷
暖
房
と
し
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。こ
の
他
、西
２
号
館
の
2 

2 
0
教
室
、3 
2 
0
教
室
へ
視
聴
覚
設
備
を
設
置

し
、そ
れ
ら
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。 

　
夏
休
み
に
は
、食
物
系
の
念
願
で
あ
っ
た
第
１

給
食
経
営
管
理
実
習
室
の
改
造
を
行
い
、厨
房
機

器
類
を
一
新
し
※

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
施
設
と
し

ま
し
た
。（
写
真
②
） 

　
西
4
号
館
で
は
4 
3 
0 
4
教
室
講
義
室
を
情

報
処
理
室
へ
と
改
造
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
パ
ソ

コ
ン
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
③
） 

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、年
次
計
画
に
基
づ
き
本

館
東
側
の
女
子
ト
イ
レ
を
改
装
し
清
潔
で
使
い

易
く
し
ま
し
た
。（
写
真
④
）こ
れ
に
よ
り
未
改
修

部
分
は
本
館
西
側
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、第
１
学
生
ホ
ー
ル
南
側
に
は
卒
業
記
念

品
と
し
て
オ
ー
ニ
ン
グ
と
デ
ッ
キ
を
設
け
学
生

の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
い
た
し
ま
し
た
。（
写

真
⑤
） 

 

※HACCP：Hazard Analysis and Critical Control Point の略で、食品の安全性を確保するためにアメリカ航空宇宙局（NASA）が開発した方法。 



平成16年秋 開催！ 

■ふくおか文化祭2003 開催日程一覧 （平成15年8月19日現在）  

お問い合わせ 

　大学及び大学院栄養科学研究科主催による「第
１２回アジア栄養科学ワークショップ」が、右記の
とおり開催されます。今回のワークショップでは
『アジアの薬膳と健康』をテーマに、本分野をリ
ードしておられる代表的な研究者をお招きして、
現在までの進歩を解説していただくことにして
おります。皆様方の多数のご参加をお待ちいた
しております。 

「第19回国民文化祭福岡県実行委員会事務局」（福岡県生活労働部国民文化祭室） 
〒812-8543　福岡市博多区博多駅東1-17-1福岡東総合庁舎４階 
●Tel／０９２－４７３－８３７２　●Fax／０９２－４５１－０００３ 
●E-mail／tobiume@kokubunsai.pref.fukuoka.jp　●HP／http://www.kokubunsai.pref.fukuoka.jp

■日　時／平成１５年１１月１５日（土）１３：００～１７：００ 
■場　所／中村学園大学 西１号館 10階 大講義室 
■内　容／テーマ「アジアの薬膳と健康」 
〔１〕 講　演 
①中医学と薬膳　（中村学園大学栄養科学部　教授　三成由美） 
②薬膳の栄養疫学　（産業医科大学産業生態科学研究所　講師　徳井教孝） 
③韓国の薬膳と健康　（慶北大学校医科大学　教授　李　誠國） 

〔２〕総合討論 
■参加費／無料（事前登録も不要です） 

開催市町村 開 催 日  事 業 名  開 催 会 場  
福岡市 10/25（土） 
北九州市 10/26（日） 
北九州市 11/3（月・祝） 
北九州市 11/8（土）・9（日） 
福岡市 10/26（日） 
福岡市 10/26（日） 
福岡市 10/26（日） 
福岡市 11/2（日） 
福岡市 11/2（日） 
久留米市 11/8（土） 
久留米市 

11/9（日） 
11/9（日） 

直方市 
10/26（日） 

柳川市 
柳川市 

オープニングフェスティバル 
俳句大会 
日本舞踊祭 
北九州演劇祭 
大茶祭 
吹奏楽の祭典 
にわかフェスタ九州 
福岡県吟詠剣詩舞道祭 
ファッション 
短歌大会 
KOTO・TAKEコンサート 
のおがたジャズフェスタ 

川柳大会 
童謡・唱歌フェスティバル 

11/16（日） 

アクロス福岡 
北九州国際会議場 
北九州芸術劇場 大ホール 
北九州芸術劇場 中劇場 
舞鶴城址等 
福岡サンパレス 

福岡市中央市民センター 

 

福岡サンパレス 

ソラリアプラザ ゼファ 
久留米市文化センター 共同ホール 

ユメニティのおがた 
久留米市文化センター 共同ホール 

柳川市民会館 
柳川市民会館 

筑後市 11/2（日） 
行橋市 10/25（土）・26（日） 
筑紫野市 10/25（土）・26（日） 
大野城市 10/25（土）・26（日） 
宗像市 11/9（日） 
太宰府市 10/25（土） 
福間町 11/8（土） 
添田町 11/9（日） 

苅田町 

 

11/8（土） 那珂川町 
9/28（日） 

飯塚市 
8/21（木）～24（日） 
11/16（日） 

大野城市 
11/24（月・休） 

新宮町 
古賀市 

太鼓の祭典 
連歌大会 
ちくしの人形劇まつり 
ふくおか演劇祭 
子ども演劇祭 in むなかた 
漢詩大会 
ふくま演芸まつり 
室内楽フェスティバル 
連句大会 
鑑賞事業 
県民創作劇場 
子ども文化事業 

子ども文化事業 
子ども文化事業 

11/15（土） 

サザンクス筑後 
今井津須佐神社、今井浄喜寺 
筑紫野市生涯学習センター、筑紫野市歴史博物館、筑紫南コミュニティセンター 
大野城まどかぴあ 
宗像ユリックス 
太宰府市中央公民館 
福間町公民館 
添田町オークホール 
苅田町三原文化会館 
ミリカローデン那珂川 

大野城市まどかぴあ 
嘉穂劇場（浸水の為別会場を調整中） 

古賀市中央公民館 
そぴあしんぐう 

マスコット 
キャラクター 

「飛梅丸」 





研 究 ト ピ ッ ク ス  
社会で話題（問題）になっているものを紹介します 

短期大学部　幼児教育科　講師　那 須 信 樹 

■プロフィール 

　平成13年（2001年）11月の児童福祉法改正に伴い、「保

育士」の資格が「国家資格」として「法律化」されました。

この改正に伴い、新たに「保育士の定義」がなされました。

そうです、新たにです。ということは、これまで保育士

には保育士としての社会的な「定義」が存在しなかった

わけです。厳密にいえば、「児童福祉法施行令第13条」

に基づき「政令資格」としての規定が存在していたわけ

ですが、今回はじめて、というよりようやく法律の下に

明確に定義される「法律資格」となったわけです。 

　さて、その「定義」の中身ですが、児童福祉法第18条

４に謳われることになりました。内容は次の通りです。

「この法律で、保育士とは、第18条の18第１項の登録を

受け、保育士の名称を用いて、専門的知識及び技能をも

って、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関

する指導を行うことを業とする者をいう。」さらに同法

18条の５［欠格事由］以下に示される条文を読んでみ

ますと、今回の国家資格化に伴い、これまで存在しなか

った「信用失墜行為の禁止」や「守秘義務」「名称独占」等々

の条件が設けられたことにより、専門職としての保育

士の位置づけが一層明確にされることになりました。 

　このように、一見グレードアップされた感もある国

家資格としての保育士資格ではありますが、ここにき

てその専門性を担保していくだけの「条件」が整ってい

るのかといった議論もでてきました。こうした国家資

格化をめぐる一連の動きは、保育士に対する社会的な

期待の高まりに他ならないわけですが、その一方で、多

様な価値観をもった保護者への対応や地域の子育て支

援等々、「あれもこれも」とあまりにも仕事が煩雑すぎて、

保育士本来の仕事である「子どもへの保育が“薄まって

きている”のではないか」との指摘もなされるようにな

ってきたのです。 

　保育所の保育士に関連する社会的な動きだけを例に

たとえてみても、平成12年に施行された現行の保育所

保育指針をはじめ、平成13年には冒頭で紹介した児童

福祉法の改正が実施されました。そして本年（平成15年）

７月には、「子育て支援事業」のより一層の充実を図る

ために再び児童福祉法の一部が改正されました。さら

には、この児童福祉法改正と併せて「次世代育成支援対

策推進法」が10年間の時限立法として制定されました。

さらにさらに、「少子化社会対策基本法」も制定される

など、少子社会の保育・子育て支援をめぐって保育士の

働きは今まで以上に大きなものとなってきています。

これ以外にも平成12年に改正された社会福祉法のもと、

保育所をはじめとする児童福祉施設には「苦情解決」シ

ステムの整備や「第三者評価」制度も導入されはじめま

した。また、何より気になる保育界への企業参入も増加

傾向にあるなど、保育士の置かれている現状は、まさに

激動のただ中にあるといっても過言ではありません。 

 

　巷では、SMAPの『♪世界に一つだけの花』の歌が大

きな人気を博しています。この歌には次のようなフレ

ーズがあります。「♪小さい花や大きな花　一つとして

同じものはないから　No.1にならなくてもいい　も

ともと特別な Only one」 行き先が不透明な時代だか

らこそ、一人ひとりが自分の存在感を欲しがっている･･･。

そんな自分を勇気づけてくれる歌としてこの歌が多く

の人の心を捉えたようです。 

　このように激動の時代を私たち大人と“共に”生きて

いる一人ひとりの子どもの存在自体が特別であるとい

うこと、またその子どもたちと日々保育の現場で奮闘

している一人ひとりの保育士も、なにより子ども達に

とっては特別な存在であるということを保育士自身、

また社会全体が忘れてはならないのです。国家資格化

された今こそ、現職の保育士、そしてこれから保育士を

目指そうとしている人たちには、保育の専門家として

の社会的な責任を負いつつ、誇りをもって自らの仕事

に当たってほしいと願っています。 

 

中村学園大学家政学部（現人間発達学部）児

童学科（現人間発達学科）卒業後、鳴門教育大

学大学院学校教育専攻修士課程修了。保母（現

保育士）資格・幼稚園教諭専修免許状取得（福

岡県登録第１号）後、中村学園大学付属あさ

ひ幼稚園に奉職。同園主任教諭を経て現職。教育学修士。オースト

ラリアにおける保育認可制度“Qual i ty Improvement and 

Accreditation System”に関する研究や広く「参画型子育て支援」

をキーワードにした研究・研修等を展開。全国保育士養成協議会専

門委員、全国保育士養成協議会九州ブロック協議会役員ほか。 



平成16年度 入学試験のお知らせ 



図書館だより 

新 着 情 報  

糖尿病が国民病ともいわれる中、合併症として糖尿病性腎症
も増加している。糖尿病合併症の予防的な治療方法、糖尿病
性腎症が発症するとどうなるか、糖尿病性腎症の進行を阻止
する方法など、いかにすれば有効に対処できるかを具体的、
実践的に解説。 

図解英和大辞典 
MACMILLAN LANGUAGEHOUSE

収録語数18万7000語。写真・イラスト4500点を収録。伝統
に培われた辞書編纂技術と芸術的な図版製作の技巧が見事
に融合し、情報伝達力においても情報提示の美しさにおいて
も先例のない英和辞典。 

妖精図鑑　全4冊 
ピエール･デュボア著、 
ロラン･サバティエ絵 

図書館を考える 第3回 

図 書館という場所  
家政学部　児童学科　児童教育学専攻3年　黒崎 圭子 

　大学生活において、図書館はとても有益な場で

ある。とはいえ、私は熱心な読書家や勉強家では

ない。恐らく、多くの人達の図書館に対するイメ

ージの中に、「静かに黙々と読書や勉強をする場」

というのが強くあるのではなかろうか。私も入学

当時には、そういう堅いイメージがあり、なかな

か利用する機会を持たなかった。しかし、図書館

でアルバイトを始めたことがきっかけで、自然と

利用する回数も増え、今では時間があれば図書館

へ足を運ぶようになった。 

　私は図書館の魅力に惹かれていったのである。

百聞は一見に如かずとは正にこのことだろう。 

　図書館は自分自身の心を豊かにしてくれる場

であると思う。現代は情報社会と言われるように、

情報が錯綜した中で私達は日常生活を過ごして

いる。そこから自分に必要な情報を取捨選択して

見つけ出さねばならない。図書館を利用するとい

うのは、この意味が多く含まれていると思う。し

かし、決定的な違いは「時間の流れ」である。目ま

ぐるしく物事が変化していくような慌ただしさ

はどこにもなく、ゆっくりとした時間が図書館

には流れているように私は感じる。静かな空間

で眺めのよい席に座って学習をすること、調べ

物をしていると偶然に出会った書物に興味を持

つこと、またAVコーナーで映画鑑賞をして感動

することなど、その日の自分の気持ちによって、

図書館で得るものは異なるが、帰るときはいつ

も豊かな気持ちになる。求めればそれ以上にか

えってくるものは大きいし、いろんなことを知

ることができる。まだまだ自分には知らないこ

とが多くあるし、気付いていないこともたくさ

んある。それを図書館で見つけることは、とても

面白く興味深い。 

　心が豊かになる贅沢な時間をぜひ多くの人達

と分かち合いたい。もし、少しでも時間があれば、

図書館を利用してみてはいかがでしょう。 

 

パン、シレーノス、サテュロス
パン・ブラウニー、ボガート、
ブッカ、ボギーチャーチルイ、
クラブテール･･･、北欧神話、ケ
ルト民話など、ヨーロッパの
文化に深く根づいている妖精を図鑑スタイルで紹介。
空の妖精、天気の妖精、家の妖精、世界の真ん中に住
む黄金の妖精、せせらぎの妖精･･･妖精の宿る場所別に、
その物語や特徴、生活、行動、エピソードなどをわか
りやすく解説。色鮮やかで丁寧な絵で、じっくり楽し
めます。 

知りたいことのすべてがわかる 
糖尿病性腎症教室　医歯薬出版 





イベント＆ニュース 

研究助成・受託研究等採択状況 

教職員の出版物 

著者は本学教員のみ記載、（　）内は出版社、発行年月 

高齢者の疾病と栄養改善への 
  ストラテジー 
城田 知子 共著 

短期大学部 食物栄養科 教授 

分子の目でみた骨格筋の疲労 

 （ナップ 平成15年6月）  （第一出版 平成15年9月）  （花書院 平成15年1月）  （保育出版社 平成15年７月） 

中野 裕史 共著 
大学 人間発達学部 講師 

幼稚園教諭・保育士への 
 パスポート 
那須 信樹 共著 

短期大学部 幼児教育科 講師 

実習おたすけＢＯＯＫ！５Let's Starっと！ 
～キラリと光った学びの結晶～ 

那須 信樹 編著 
短期大学部 幼児教育科 講師 

平成15年度日韓科学協力事業共同研究（日本学術振興会） 

子どもの生活スタイルと体力、 
社会的スキルに関する日韓比較研究 

平成15年度全国保育士養成協議会専門委員会共同研究（社団法人全国保育士養成協議会） 

保育士資格の研究 
～政令資格から法律資格へ その本質を探る 

〈研究者〉中島 憲子 助手 
（短期大学部 幼児教育科） 
交付金額／550,000円 
（平成15年度配分） 

〈研究者〉那須 信樹 講師 
（短期大学部 幼児教育科） 

　平成13年11月、「児童福祉法の一部を改正する法律案」が参議

院で可決。同年11月30日、平成13年法律第135号として公布さ

れた。いわゆる保育士資格の法律化をめぐる動きである。とりわ

け、児童福祉法第18条の４に「保育士の定義」がなされたことに

より、「都道府県知事登録」、「保育士名称の使用」、「専門的知識及

び技能をもって児童の保育を行うこと」、「専門的知識及び技能

を持って児童の保護者に対する保育に関する指導を行うこと」、

「業とする者」と様々な条件が付記され専門職としての保育士の

位置づけがより明確化された。 

　今回の研究は、保育士に関する規定のうち、特に第18条の４の規定に関する現況と課

題を、大きく３つの視点（法律制度化の視点・書誌的研究の視点・保育現場並びに養成校

へのアンケート調査の視点）から明らかにし、今後の保育士養成に資することを目的と

した研究である。結果として、今回の法改正により、保育士の「形」（法的枠組み）としての

職務の明確化にはつながったものの、その「専門性」にかかる議論や具体的な専門職とし

ての職務の「中身」の議論において、我が国では未だその議論のための条件整備すら十分

にできていないとの見解を得るに至った。このことは本学を含め、ここ数年増え続けて

いる保育士養成校の共有すべき課題としてより一層の議論が求められるところである。 

　なお、今回本研究の報告書として刊行された『保育士資格の研究～政令資格から法律

資格へ　その本質を探る～』（保育士養成資料集第38号）の主な内容構成は以下の通り

である。 

　第 I 部　児童福祉法の一部改正について－保育士資格の法律制度化を中心に－（5章構成） 

　第II部　文献からみた「保育士の専門性」（４章構成） 

　第III部　「保護者に対する保育に関する指導」アンケート調査（３章構成） 

（総ページ数297頁） 

　‘90年代以降、社会問題と

して語られてきた「キレる子

ども」「学級崩壊」といった子

どもをめぐる状況が、近年、

幼年期を含めた子どもの教

育の課題としてクローズア

ップされている。こうした問

題の背景には、今日の子ども

の「戸外で身体を十分動かし

て遊ぶ経験の減少」「精神的ストレスの増大」「体力

の低下」等に加え、「生育環境の変化」が子どもの心

身に深刻な影響を及ぼしていることが顕在化して

いるものと思われる。また高度経済成長下の急激な

生活様式の変容の中で、子ども・青年の健康、体力・

運動能力、さらには社会的コミュニケーション能力

の低下等が、一様に報告されている。そこで本研究

では、日本および韓国を調査対象国に設定し、両国

の子どもの生活スタイルおよび健康と体力・運動能

力の実態、さらに社会的スキルの獲得状況について

比較調査を実施する。そのことを通じて、日本およ

び韓国の体育教育の望ましい制度設計およびカリ

キュラム改革が目指すべき方向性と課題について

明らかにしたい。 

広報誌セロリの定期購読について 
個人で定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替1,200円分と、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を書いた紙片

を同封の上、学長事務室宛にお送りください。なお、広報誌の発行は、年４回（４・７・10・1月）となります。 

[申込み先]　〒814-0198　福岡市城南区別府5-7-1 中村学園大学 学長事務室 「広報誌定期購読申込」係 
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学校法人中村学園は、学園祖中村ハル先生が設立され、
昭和28年（1953）12月24日に福岡県知事の認可を受け、
翌、昭和29年（1954）4月福岡高等栄養学校を設置し、
中村学園がスタートしました。昭和29年（1954）4月
の福岡高等栄養学校開学から、平成16年（2004）4月
で満50年を迎えます。 
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